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尿 路性 器感 染 症 に対 す るCarumonamの 臨床 評価
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新 しく開発された注射用単環性 β-lactam抗 生 剤であるcarumonam(CRMN,AMA-

1080)を 尿 路性器感染症患者に使用 し,そ の臨床効果 を中心に検討 した。対象は,急 性単

純性腎孟腎炎患者2例,慢 性複雑性尿路感染症患者23例 および急性副睾丸炎患者1例 の計

26例 で あった。投薬方法は1回1gを1日2回 静注 した。効果の判定は,尿 路感染症はUTI

薬 効評価基準に準じて,副 睾丸炎は臨床症状の推移 より,い ずれ も5日 間投薬終了後に行

った。急性単純性腎孟腎炎患者2例 の総合臨床効果は,2例 とも有効で有効率100%で あっ

た。慢性複雑性尿路感染症患者23例 の総合臨床効果は,著 効3例,有 効11例,無 効9例

であ り,有 効率60.9%で あ った。急性副睾丸炎患者1例 の総合臨床効果は著効 であった。

慢性複雑性尿路感染症23例 の細菌学的検討では,投 薬前尿 中より18菌 種47株 が分離さ

れ,そ れらのうち40株 が投薬後陰性化 し,細 菌消失率は85.1%で あ った。投薬後出現菌は

11菌 種21株 が認め られ,そ の うちグラム陽性球菌が14株(66.8%)を 占めた。 自他覚的

副作用では1例 に下痢が認められ,臨 床検査成績では1例 にGOT,GPTお よびアルカリ

フォスファターゼ値の一過性の軽度上昇が認め られた。

は じ め に

Carumonam(CRMN,AMA-1080)は 単 環 性 β-

1actam抗 生 剤 で,β-lactam系 抗 生 剤 に 分 類 され る が,

そ の構 造 式 の基 本 骨格 の違 い に よ り,他 の β-1actam剤

とは別 のmonobactam系 に属 す る注 射 用 抗 生 剤 で あ る

(Fig。1)。 本 剤 は β-1actamaseに 高 い安 定 性 を 示 し,

P3eudomomsaeruginosa, Serntia nnrcescensを 含 む

グ ラム 陰性 菌 に対 し強 い抗 菌 力 を示 す のが 特徴 といわ れ

てい る1)。

今 回,尿 路性 器 感 染症 患 者 に本 剤 を使 用 し,臨 床 効果

を中心 に検 討 した の で その成 績 を報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of carumonam

対象および方法

1.対 象

対象は昭和59年8月 から60年1月 までの間に金

沢大学医学部附属病院お よび関連病院泌尿器科に入

院した急性単純性腎孟腎炎患者2例(女 子2例,年

齢は20お よ び41歳),慢 性複雑性尿路感染症患者

23例(男 子18例,女 子5例,年 齢は22～85歳,平

均68.2歳)お よび右急性副睾丸炎患者1例(64歳)

の計26例 で あった。なお複雑性尿路感染症患者23

例 の疾患別内訳 は慢性膀胱炎18例,慢 性腎孟腎炎5

例 であ り,尿 路の基礎疾患 は前立腺肥大症12例,膀

胱腫瘍4例,前 立腺癌2例,陰 茎癌,尿 管狭窄,尿

道痩,神 経因性膀胱,膀 胱尿管逆流が各1例 であっ

た。 また急性副睾丸炎患者は,尿 路の基礎疾患とし

て前立腺癌 を有 していた。

2.投 薬方法お よび効果判定

投薬方法は,本 剤1回19を1日2回,生 理食塩液

もしくは5%ブ ドウ糖液20mlに 溶 解 し,約3分 間
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Table 1 Clinical summary of acute uncomplicated pyelonephritis

patients treated with carumonam

(1.0gX2/day, i. v., 5 days)

*
Beforetreatment

Aftertreatment
**CriteriabytheUTIcommittee

かけて静注した。臨床効果の判定はUTI薬 効 評価基

準2.3)に準 じて,5日 間投薬終了後 に行 った。また急

性副睾丸炎については,発 熱,患 部の疹痛および腫

脹の3臨 床症状を指標 として効果 を判定 した4}。

3.副 作 用

自他覚的副作用 を観察するとともに,本 剤投薬前

後における赤血球数,血 色素量,ヘ マ トクリット値,

白血球数,GOT,GPT,ア ル カリフォスファター

ゼ,BUN,血 清 クレアチニンなどの変動 について も

検討した。

成 績

1.臨 床効果

急性単純性腎孟腎炎患者2例 の総合臨床効果は,

5日 間投薬終了後の判定でいずれ も有効であ り,有

効率100%で あ った。発熱は2例 とも消失,膿 尿は消

失1例,改 善1例 であり,細 菌尿は陰性化1例,菌

交代1例 であった(Table1)。

慢性複雑性尿路感染症患者23例 の総合臨床効果

は著効3例(13.1%),有 効11例(47 .8%),無 効9

例(39.1%)で あ り,有 効率60.9%で あ った(Table

2)。膿尿 については正常化8例(34 .8%),改 善4例

(17.4%),不 変11例(47.8%)で あ り,細 菌尿は陰

性化10例(43.5%),減 少1例(4.4%),菌 交代7例

(43.5%),不 変5例(21.7%)で あ った(Table3)。

これを疾患病態群別 に見 ると,単 独菌感染 は9例

(39.1%)で その有効率は77.8%で あ り,複 数菌感染

は14例(60.9%)で その有効率は50%で あった。留

置カテー テ ル を有 す る症 例 はgroup1が1例,

group5が3例 の計4例(17.4%)で あ り,そ の臨床

効果はすべて無効であった(Table4)。 細 菌学的効

果 で は,投 薬 前 尿 中 よ り分 離 され たKle6siel伽

pneumoniae6株 中6株,Entmcoccusfaecalis6株

中2株,S.mrcescems5株 中5株,Pamgimsa

4株 中3株,Alcaligenes famlis4株 中3株,

Fhm6acteriumspp.4株 中4株 な ど計47株 中40

株(85.1%)が 本 剤投薬後 に陰性化 した(Table5)。

投薬後出現菌 としては,Staphylococcusepi4ermidis

5株,Efaecalis,StaphylococcushaemOlyticus各

3株 な ど11菌 種21株 が 認められ,そ のうちグラム

陽性球菌が14株(66。8%)を 占めた(Table6)。

急 性副睾丸炎患者1例 の総合臨床効果は発熱およ

び疹痛は消失 し,腫 脹は軽快 してお り,著 効 と判定

した。なお 同 時 に存 在 した細 菌尿(Escherichia

coli)は 陰性化 した(Table7)。

2.副 作 用

自他覚的副作用 としては,1例 に投薬翌日より下

痢が認め られたが,投 薬継続は可能であ り,止 潟剤

投薬により3日 目よ り症状は軽快 した。 また臨床検

査成績では,1例 にGOT(25→39),GPT(39→

63)お よびアルカ リフ ォスファターゼ(14.4→24.8)

の軽 度上昇が認められたが,本 剤投薬終了1カ 月後

の検査ではGOT(29)お よびGPT(31)は 正 常域

に復 し,ア ルカリフォスファターゼ(20.9)も 改善

傾向が認め られた(Table8)。

考 察

β-lactam系 抗 生剤は強 い抗菌力 を有 し,か つ毒
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Table 2-1 Clinical summary of complicated UTI patients treated with carumonam

(1.0 g x 2/day, i. v., 5 days)

B. P. H.: Benign prostatic hypertrophy
*
 Before treatment

/ After treatment

* * Criteria by the UTI committee
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Table 2-2 Clinical summary of complicated UTI patients treated with carumonam

(1.0g •~ 2/day, i. v., 5 days)

B. P. H.: Benign prostatic hypertrophy
*
 Before treatment

/ After treatment

* * Criteria by the UTI committee
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Table 3 Overall clinical efficacy of carumonam in

complicated UTI

(1. 0 g •~ 2/day, 5 days treatment)

Table 4 Overall clinical efficacy of carumonam according to the type of infections

性が低 いため,現 在臨床で広 く使用されているが,

β-1actamaseに 対 す る安定性 に関 しては未だ十分

とはいえない。Carumonam(CRMN)は β-lactam

環 の みの基本骨格か らなるため,β-lactamaseに 対

し非常 に安定 であ り,Pseudomonas, Serratia,

Citrobacter, Enterobacter spp.を 含 むグラム陰性菌

に対 し,強 い抗菌力を示すのが特徴 といわれ,ま た

本剤1g静 注時の血 中半減期は1.0～1.4時 間 で,24

時間 以内に約70%が 尿 中へ排泄 される。一方,本 剤

はグラム陽性菌,嫌 気性菌に対する抗菌力は弱いと

いわれている1)。

今回われわれは,急 性単純性腎孟腎炎患者2例,

慢性複雑性尿路感染症患者23例 および急性副睾丸

炎患者1例 の計26例 に本剤を使用し,臨床効果を中

心に検討した。急性単純性腎孟腎炎患者2例 の総合

有効率は100%で あった。慢性複雑性尿路感染症患

者23例 のUTI薬 効評価基準による総合有効率は

60.9%で あった。対象疾患のうち,複 数菌感染が14

例(60.9%)と 半数以上を占めており,さ らに複数

菌感染14例 中7例 は本剤の抗菌力が弱いグラム陽

性菌を含む混合感染であることを考慮すれば,前記

有効率は評価しうるものと考えられた。単独菌感染
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Table 5 Bacteriological response to

carumonam in complicated

UTI

* Regardless of their bacterial counts

9例(39.1%)の 総 合有効率は77.8%と 満足すべき

結果であった。留置 カテーテルを有 した症例は4例

(17.4%)で あ り,そ の総合臨床効果は全例無効 であ

った。膿尿の正常化は4例 中1例 に認 められたが,

細菌尿については,2例 で原因菌が残存 し,2例 でグ

ラム陽性球菌への菌交代が認め られた。カテーテル

留置例は難治性であり,さ らに4例 中3例 は複数菌

感染であった こと,症 例数が少ない こと,ま た本剤

はグラム陽性菌に対する抗菌力があ まり期待できな

いことなどが,有 効例が無か った理由として考えら

れた。

細菌学的効果の面か ら見 ると,投 薬前尿中よ り18

菌種47株 が分離 され,そ れらのうち40株(85.1%)

が本剤投薬後 に消失 した。グラム陰性菌37株 につい

ては,細 菌消失率 は94.6%と 満足すべ き結果であっ

たが,グ ラ ム陽性菌 はE .faecalis6株 中4株,S

Table 6 Microorganisms newly isolated

after the carumonam treatment in

complicated UTI

* Regardless of their bacterial counts

haemolyticus1株 中1株 が存続 し,細 菌消失率は50

%で あ った。投薬後出現菌は11菌 種21株 が認めら

れ,そ れ らのうちグラム陽性球菌が14株(66.7%)

と2/3を 占めてお り,当 然の ことなが らグラム陽性

菌の出現頻度が高い傾向であった。

急性副睾丸炎患者1例 の総合臨床効果 は著効であ

り,1例 のみの検討 ではあるが,性 器感染症に対 して

も効果が期待で きるもの と考えられた。

副作用 に関しては,自 他覚的副作用 として下痢が

1例 に認 められたが,重 篤な ものではな く投薬継続

は可能 であった。臨床検査成績 では1例 にGOT,

GPTお よびアルカリフ ォス ファターゼの軽度上昇

が認 められたが,1カ 月後の検査ではGOT,GPT

は正 常域 に復 していた。 この症例では投薬前の検査

ですでにGPTお よびアルカリフォスファターゼの

軽度上昇が認められてお り,本 剤投薬前よ り肝機能

に何 らかの変化があった可能性が示唆 された。

以 上 の 結 果 よ り,本 剤 はPaeruginosa,S.

mrcescmsを 含 むグラム陰性菌 による尿路性器感

染症に対 して,十 分な臨床効果が期待 でき,か つ安

全性 の高い薬剤であることが推察された。
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Table 7 Clinical summary of male genital organ infection patient treated with carumonam

(1.0 g •~ 2/day, i. v., 5 days)

*
Before treatment

 / After treatment

Table 8 Changes in laboratory test results after the 5-day treatment
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CARUMONAM IN PATIENTS WITH

GENITOURINARY TRACT INFECTIONS
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Carumonam, a new monobactum antibiotic, was administered i. v. at a dose of 1 g twice daily for
5 days to 26 patients with genitourinary tract infections, including 2 patients with acute uncomplicated

pyelonephritis, 23 with complicated urinary tract infections and 1 with acute epididymitis. The
clinical efficacy and safety of the drug were studied according to the response criteria defined by the

Japanese UTI Committee. A moderate response was obtained in both patients with acute uncomplicated
pyelonephritis. Clinical efficacy in the 23 patients with complicated urinary tract infections was
excellent in 3 patients, moderate in 11 and poor in 9, the overall efficacy being 60.9 per cent. The
response in the patient with acute epididymitis was excellent. In one patient, diarrhea was noted as
an adverse reaction. No other laboratory abnormalities were noted, except for a transient elevation
of GOT, GPT and alkaline phosphatase in one patient.


